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近代市民革命

◎ピューリタン革命 （イギリス）17世紀半ば 王政の否定　

クロムウェルによる共和制

◎名誉革命 （イギリス）1688年 権利章典の制定

立憲君主制と議会政治の確立

独立戦争 （アメリカ）1775年 ◎独立宣言を発表

イギリスから独立

合衆国憲法 （アメリカ）1787年 人民主権　連邦制　三権分立

◎フランス革命 （フランス）1789年 ◎絶対王政（国王が権力を持ち議会を開かず統治）

◎人権宣言を発表

自由と平等　国民主権　私有財産の不可侵

革命後に◎ナポレオンが皇帝となる

啓蒙思想 国王の権力の制限などを唱える

ロック（英） ◎社会契約説 『市民政府二論』

ルソー（仏） 社会契約説と人民主権 『社会契約論』

◎モンテスキュー（仏）法の精神と三権分立 『法の精神』

経済や社会の変化

◎産業革命 （イギリス）18世紀 蒸気機関で動く機械の実用化

◎資本主義 資本家が労働者を雇い、自由に生産するしくみ

貧富の差や労働災害の社会問題が発生⇒労働組合を結成

◎社会主義 資本主義を批判し、公的生産を目指す考え

マルクスにより広まる

◎南北戦争 （アメリカ）1861年 奴隷制・自由貿易を巡り対立

奴隷制反対の北部の◎リンカン大統領側が勝利

『人民の人民による人民のための政治』

ヨーロッパのアジア侵略

中国（清） ◎アヘン戦争　1840年 ◎三角貿易のアヘンを清が取り締まる

イギリスと清の戦争

清に不平等な南京条約を結ぶ

イギリスに香港を譲り渡す

◎太平天国の乱 1851年洪秀全を中心に生活の苦しくなった農民が起こす

インド ◎インド大反乱 1857年イギリスに雇われたインド兵が起こした反乱

鎮圧したイギリスはインドを植民地にする

その他

◎ビスマルク ドイツ（プロイセン）で「鉄血宰相」と呼ばれ、ドイツを統一

◎南下政策 ロシアが黒海や地中海、中央アジアなどに領土を拡大しようとした政策
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